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東京湾不整合と万田野寒冷期
The Tokyo Bay Unconformity and the Mandano Ice Age
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関東フォアーク・ベースンの前期更新統は深海堆積相をしめすが、次第に浅海化する。東京湾不整合によって浸食さ
れる。この不整合下位に上総層群が分布する。
　
この不整合は、東京湾岸の地下で発見されており、International Stratigraphic Guideに沿って模式地も東京湾岸の地下

にある。そして、一連の不整合現象は東京湾側で顕著であるが、北東方向の長南町周辺からは整合となる。
　地上では、海退期のデルタ堆積相の万田野層直下に認められる。万田野層の中部泥層は、上下に２分され、下半部

は淡水域の環境を示し、Picea maximowiczii, Tsuga diversifolia,Fagus crenata,などの植物遺体が発見されている。つまり、
当時の植生は、寒冷系の植物からなる植物群で構成されていたことが示唆される。また、大阪層群で知られる満池谷寒
冷期と同一寒冷期の可能性も高い。関東フォアーク・ベースン＝関東深海盆が、始めて陸化した現象でもある。
　中部泥層の上半部は汽水域となり、さらに上位の砂礫相には海生貝化石が多産し笠森層の浅海層へとかわる。笠森

層の堆積時には、関東平野は関東大陸棚と呼ぶにふさわしい堆積環境にあったようである。
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